
 

 

 

 ２０１９年度にスタートした「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」は、地域の課題解決のために、
所属や制度などに縛られることなく、気軽につながることのできネットワーク作りを目指してきました。複雑
化・多様化している現代の地域課題解決には、様々な立場の人たちが、連携・協働して新たな取組みに挑戦す
ることが非常に重要です。加えて、新型コロナウイルスの影響により、私たちは、大きな生活変容の中で、新
たなニーズへの対応が求められている状況にもあります。 
 そこで、「広がれ、助け合いの輪！みやざき交流集会」へとつながる、幾つかの小規模な「福祉に関する井
戸端会議」＝Branch Meeting を開催することで、皆さんが抱えている様々な悩みや実現したいこと、そのた
めに知りたい情報等を共有し、少しでも交流の輪が広がっていくお手伝いをしたいと考えました。 
 
 まず第 1回のテーマは「お金の話」。 
 地域課題が多様化・複雑化する一方で、日本の福祉は行政財源に頼ることが多く、補助金等の減少により、
活動継続の危機に直面したという経験を持たれている方も少なくないと思います。また、福祉活動の貴重な財
源である「共同募金」も近年非常に厳しい現状にあり、十分な活動資金になっているとは言い難い現状にあり
ます。 
その一方で、福祉＝ボランタリーなイメージを持たれ、どこか積極的な資金調達はタブー視されてきたよう

に思われます。 
ますます複雑化する地域課題。これからどんな課題にも対応していくことが求められていく中で、既存には

とらわれない新しくて自由な支援活動を展開するために「お金」＝財源の確保は避けては通れない、重要な課
題です。知恵を出し合い様々な工夫と調整をするために、まずは、皆さんが感じている福祉と「お金」にまつ
わる思いを、語り合ってみませんか？ 


